
では、どのくらい米価が
下がってしまうの？

需要は年々減少しています

主な理由は次の通りです。

作付面積は減少していません

価格は需給で決まります！

※国の基本指針における主食用等生産量（29年産までは生産数量目標、幅がある場合は下限値）
の面積換算値と主食用実作付面積との差

1 2
国民1人・
1年あたりの
米の消費量

米俵一つ分減少

昭和37年（1962年） 平成30年（2018年）

118㎏
53.5㎏

※価格は農水省公表の相対取引価格より、税・包装代
控除。令和2年産米は令和3年3月までの平均価格

米価は、6月末在庫量と相関しています。
過去に同水準の在庫量となった
25、26年産では、それぞれ前年か
ら60kgあたり2,000円以上も
下落し、26年産では多くの産地
銘柄で60kgあたり1万円を下回
りました！
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（11月まで）
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大変！
どうすれば
いいの？
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国の指針に対し
超過作付が続く

お米の生産者の皆さまへ

令和3年産米価格は
大幅に下落

このままでは

します！

主食用米の需給動向

主食用米の需給と価格の関係

令和3年産米価格は
大幅に下落

このままでは

します！

新型コロナウイルスの影響3
（％）
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1月

販売数量の動向（平成31年同月比）
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米全体の販売合計 うち中食・外食事業者等向け
業務用中心に

全体の販売が不調



＜農林水産省ホームページ（米政策関係）＞ https://www.maff.go.jp/j/seisan/jyukyu/komeseisaku/index.html関係情報（リンク）

※農林水産省公表の相対取引価格の比較により
試算、2年産は出回り～3年3月の平均価格

※主要産地（2年産米の生産量の上位20県）ごと
に令和元年産米の集荷数量（農林水産省公
表）が最も多い銘柄（一部は地区も）を選定

飼料用米等へ作付転換し、
ナラシ対策等へ
加入しましょう！

主食用米・飼料用米の所得イメージ
（令和3年度）

※飼料用米は、多収品種を用いて、単収が標準単収値＋150ｋｇ／ 10ａとなる場合
※主食用米の経営費は、平成30年産の農産物生産費統計の全国平均
※飼料用米の経営費は、主食用米の経営費から農機具費・自動車費の償却費を控除

（単位：千円／10ａ）

主食用米 飼料用米

ナラシ対策による補てん額試算
（2年産、全国平均）

127,010円/10a
（当年産収入額）

（元年産米価から▲1,500円/60kgの場合）

補てん額
8,131円/10a

標準的収入額
（124,174円/10a）

※差額の９割を補てん

26年産米の
補てん額は
22,157円/10a

123,270円/10a
（当年産収入額＋補てん額）

当年産収入額
127,010円/10a 当年産収入額

115,139円/10a

※１　令和元年産米価は、出回りから令和2年8月までの全国の全銘柄平均価格（包装代、消費税含む）
※２　令和2年産収入額は、令和2年産水稲の10a当たり収量（12月9日公表）に令和2年産の米価
　　  （包装代、消費税含まず）（仮定）を乗じて算出したもの
※３　実際の補てん額は、麦や大豆などの他のナラシ対象作目ごとの収入差額を合算相殺して算定
※４　農林水産省資料を基に一部変更

元年産米 ２年産米
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